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■ 今月のコロナは

６月、太陽は最も高い位置にあって影がほぼ

真下に来るようになりました。法華経寺の桜の

木々は葉を青々と茂らせています。春にはこの

一帯は淡いピンクの花が咲き誇っていましたが、

この並木の下はトンネルのようになってきました。

国内におけるコロナ患者の発生数は２月には

一日で１０万人を超える時もありましたが、現在

かなり落ち着いてきた感じです。政府はマスク

着用の緩和について発言するようになっていま

す。屋外に置いて充分な距離を保てる場合に

は、これからの時期を考えると熱中症予防のた

めにもマスクをはずすことが推奨されることにな

るのでしょう。

人々の行動制限も随分と緩和され、５月のＧ

Ｗには海外旅行に出かけた人も多かったようで

す。国内でも各地に向けての大移動があり、コ

ロナの反動が懸念されましたが、さほどのことは

なかったようです。

ワクチン接種が進み、人々のコロナとの付き合

い方が徹底してきたからでしょう。

とは言いながらも、国内で毎日２万人もの新規

感染者が発生する現状を甘く見てはなりません。

新たにサル痘なる聞きなれない感染症の発生

やオミクロン BA.5 発生の報道がありました。

ヒトと病との戦いには終わりが無いようです。

■ 活動報告 ５月２１日 「Online 会合報告」

先月の会合に続き国歌シリーズ２として開催。

ロシア、ウクライナの

戦争は長期戦の様相

を示してきました。

近世東ヨーロッパの

歴史を手繰ると、かつて帝国と呼ばれた国々の

領土の奪い合いが繰り返されていたようです。

今回の発見は、『現在の英国国歌のメロディ

ーが、ロシア帝国、ドイツ帝国でも一時期使わ

れていた』ということです。現在、帝国の名は無

く曲は独自で、歌詞も当時とは違っていますが。

報告は http://jvc-senior.com/20220521online.pdf 参照

■新たな経済連携 「IPEF/インド太平洋経済枠組み」

５月２３日、来日中の米国バイデン大統領が提唱し

ていたインド太平洋経済枠組み（ＩＰＥＦ）の立ち上げ会

議が東京で開催され、オンライン参加も含めて１３カ国

の首脳、主要閣僚が参加しました。

米国はＴＰＰから離脱したまま、もっぱら国内事情に

より復帰の宣言ができない中、インド太平洋地域にお

ける自国の存在感を高め、台頭する中国への牽制を

念頭にこれを提案してきたことになります。

中国は即時これに反発しました。

ＴＰＰが「協定」として法的拘束力を持つのに対し、こ

ちらは「枠組み」として提案されており、今後具体的な

内容を詰めて一年半後の発足を目指すことになりま

す。 米国のＴＰＰ復帰が先決だと思うのですが、❕
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■ トピックス 「経済安保推進法」

５月１１日、国会において 「経済安全保障推進法」

が成立しました。この法律は２０２３年からの段階的

施行とし、半導体など戦略的に重要な物資で供給

網を強化、基幹インフラ防護に取り組む体制を整え

て行くことになります。

企業はこの法に基づき対応を整えていかなければ

ならなくなります。同法の概要は次の４本柱です。

引用 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA104I30Q2A510C2000000/

ここでこの１本目の柱を見てみます。

近年、「半導体不足で工場生産がストップ」といっ

た話を何度か聞かされるようになってきました。

このような事態を避けるべく、この法が施行される

のですが、『国が半導体、レアアースなどの重要鉱

物、蓄電池、医薬品などを「特定重要物資」に指定

して、国内調達への財政支援を行う。その一方で、

企業の原材料の調達先や在庫を調査する権限を国

が持ち、公的な支援を受けている場合、調査を拒め

ば罰則を科す』 ことになり、“国の管理・権限の強

化につながらないか” といった懸念もあります。

「安保」と聞いただけでアレルギーを感じる人もい

るでしょうが、軍事面に限らず、様々な場面におい

て「安保」が求められる時代となりました。

「エネルギー安保」、「食糧安保」は今回のロシア・

ウクライナ戦争で大きくクローズアップしました。

グローバル世界において、各国がそれぞれ得意

分野を生かして共生・発展を目指す社会は平和裏

においてのみ成り立つことを学びました。

■ 「６月は水無月（みなづき）」

東京での平均梅雨入り日は６月８日、梅雨明けが

７月２１日となっています。

「６月は梅雨なのになぜ水無月なのか」との疑問に

答えているのが次のサイトにありました。

参考引用：https://weathernews.jp/s/topics/202005/220185/

水無月の「無」は「の」の意で「水の月」を表すと。

しかし昔は陰暦で、旧暦６月１日は昨年の暦を見

ると７月１０日になり、梅雨もそろそろ明ける頃です。

そこから水無月が始まるのに 「それでも水無月な

の、」 とも思うが、梅雨の末期といえば集中豪雨に

見舞われ、洪水・土砂災害も多く発生する時期で、

「やはり水の月なのだな～。」

６月１日、気象庁では 「線状降水帯予測」を始め

ました。 早めの災害避難を促すためとのことです。

一か所において雨雲が次々と発生し、連日大雨が

降るといった現象は近年の気候変動の結果なので

しょう。「水無月」という風情ある呼び方がこれからい

つまで続けられるのでしょうか。

■ 事務局から

１）参加者募集中 ＨＰの詳細をご覧ください。

・６月３０日 「下山静香コンサート」

・７月２２日 「集いの会」

２）村田きょうこ応援カード

ＪＡＭシニアクラブが７月の参院選で応援する「村田

きょうこ」候補を私たちも応援しています。

それぞれ各地方ＪＡＭシニアクラブ単位で応援カード

の配布・回収活動を行っています。

神奈川・千葉は当シニアクラブからの配布・回収の

形で行い、その他の支部会員には地方ＪＡＭからの直

接配布・回収となっています。

「選挙戦は最後の最後まで！」と言われます。

配布された応援カードの返送はこれからでも遅くはあ

りません。皆様のさらなるご協力をお願いします。

事務局長 田代 周
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